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の
つ
ん
く

♂
さ
ん

は
、
東
大

阪
市
出
身

で
特
に
布

施
地
域
を

地
元
と
す

る
こ
と
か

ら
、
校
歌

の
制
作
を

依
頼
す
る

に
至
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
3
月
、

つ
ん
く
♂
さ
ん
宛
に
「
布

施
中
学
校
の
生
徒
た
ち

が
、
心
躍
る
よ
う
な
わ
く

わ
く
す
る
校
歌
、
長
く
歌

い
継
げ
る
校
歌
を
、ぜ
ひ
、

つ
ん
く
♂
さ
ん
に
作
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
手
紙

で
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快

諾
の
返
事
が
き
た
。
そ
の

後
、
手
紙
や
メ
ー
ル
で
や

り
と
り
を
重
ね
、
12
月
に

　

新
し
い
校
歌
を
つ

ん
く
♂
さ
ん
に
依
頼

　

今
年
4
月
に
誕
生

す
る
「
布
施
中
学

校
」
は
、「
熱
い
パ

ワ
ー
を
ひ
と
つ
に
し

て  

新
た
に
創
る 

希

望
・
夢
・
未
来
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ふ
た

つ
の
中
学
校
が
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
創
立
へ
向

け 

て
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
や
保

護
者
、
教
職
員
の
代
表
34

人
で
構
成
す
る
「
東
大
阪

市
立
太
平
寺
中
学
校
・
俊

徳
中
学
校
統
合
委
員
会
」

も
一
昨
年
7
月
に
設
置
。

委
員
会
内
に
「
教
育
活
動

部
会
」「
保
護
者（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

活
動
部
会
」「
地
域
活
動

部
会
」
の
3
つ
の
部
会
を

設
け
、
統
合
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
や
勘
案
事

項
に
つ
い
て
検
討
・
協
議

を
重
ね
て
き
た
。

　

そ
の
統
合
委
員
会
に
お

い
て
、「
校
歌
の
制
作
は
、

東
大
阪
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
著
名
な
方
に
お
願
い
し

た
い
」「
東
大
阪
市
出
身

の
有
名
な
音
楽
関
係
の
方

と
い
え
ば
〝
つ
ん
く
♂
さ

ん
〞」と
い
う
声
が
あ
が
っ

た
。

　

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

我が希望たち～布施中学校 校歌～
作詞・作曲：つんく♂

１.
それでいいんだ 自分のことが 気になることは 当
たり前だろう それでいいんだ 悔しい気持ち 恋し
い気持ち 勝ちたい気持ちも 誰であれ 邪魔できな
い みんなそれぞれ 生き方がある　羽ばたけ　振り
返るな　悩むことが人を育てる 輝け　縮こまるな　
視野を広げて
そう　讃えあうんだ　布施中学校

2.
忘れちゃならぬ　自分の夢も　あいつの夢も　無
限であること 忘れちゃならぬ　今あることも　す
ぐあることも　当たり前じゃないこと がむしゃら
と　はちゃめちゃの　違いくらいは　わかるだろ
う　羽ばたけ　勇気を持て　不満からは何も生ま
れない 輝け　優しくあれ　他人をねたむな
そう　認め合うんだ　布施中学校

3.
意味があるんだ　出会えたことも　別れることも　
だから大切に 意味があるんだ　学んだことも　傷
つくことも　未来たちのために 笑ったし　励んだ
し　全ての日々に　無駄などない　羽ばたけ　引
き下がるな　人と違うこと恐れるな 輝け　好きな
ことは　続けられるさ
そう　楽しむことだ　布施中学校 
そう　輝けわれら　布施中学校

の
事
例
な
ど
を
話
し
、「
全

国
か
ら
事
故
の
な
い
社
会

に
な
る
よ
う
、
活
躍
を
期

待
す
る
」
と
語
っ
た
。

　

本
書
の
推
薦
文
を
書
い

た
関
西
大
学
准
教
授
、

井
ノ
口
弘
昭
氏
の
特

別
講
座
で
は
、
交
通

事
故
の
現
状
と
自
動

運
転
な
ど
の
技
術
開

発
に
つ
い
て
話
し
、

「
今
後
は
、
さ
ら
に

多
様
な
車
両
が
道
路

を
走
行
す
る
た
め
、

車
両
の
走
行
速
度
差

が
問
題
と
な
っ
て
く

る
」
と
指
摘
し
た
。

　

松
葉
健
一
氏
の
セ

ミ
ナ
ー
は
本
書
を
も

と
に
行
わ
れ
、
交
通

事
故
を
防
ぐ
に
は
、

「
思
い
や
り
モ
ー
ド
」

が
大
切
だ
と
説
明
し

た
。

有
限
会
社
矢
野
モ
ー
タ
ー

ス
代
表
取
締
役
、
矢
野
昌

宏
氏
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が

始
ま
り
、
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
活
用
法
を
説

明
し
た
。
事
故
の
事
例

を
映
像
で
映
し
な
が

ら
、
事
故
の
被
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
の

注
意
項
目
に
つ
い
て

話
し
た
。

　

次
に
東
大
阪
市

長
、
野
田
義
和
氏
の

あ
い
さ
つ
で
は
、
交

通
マ
ナ
ー
や
交
通
安

全
の
行
政
問
題
や
東

大
阪
市
で
行
わ
れ
た

ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ

る
交
通
安
全
講
習
会

　

ど
こ
へ
行
く
の
か
。
立
春
の
日
、
シ
ャ
ー

プ
は
決
算
発
表
を
東
京
で
行
っ
た
。翌
５
日
、

マ
ス
コ
ミ
は
３
千
億
円
の
出
資
を
提
案
す
る

官
民
フ
ァ
ン
ド
・
産
業
革
新
機
構
と
７
千
億

円
で
支
援
す
る
台
湾
・
鴻
海
（
ホ
ン
ハ
イ
）

精
密
工
業
を
対
比
し
て
報
じ
た
。
そ
の
朝
、

鴻
海
郭
会
長
が
急
遽
、
来
阪
し
て
首
脳
会
談
と
い
う

早
業
を
見
せ
る
。
ス
ピ
ー
ド
・
シ
ン
プ
ル
（
単
純
明

快
）・
ス
マ
ー
ト
（
賢
さ
）・
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ
つ
つ

本
稿
を
書
く
。

　

シ
ャ
ー
プ
の
発
想

力
と
技
術
力
は
定
評

が
あ
る
。
そ
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
（
強
み
・
弱
み
・
機
会
・

脅
威
）を
熟
知
し
て
い
る
の
が
世
界
売
上
約
16
兆
円
・

従
業
員
１
０
０
万
人
規
模
の
鴻
海
だ
ろ
う
。
去
就
に

つ
い
て
、
一
シ
ャ
ー
プ
フ
ァ
ン
が
つ
ら
つ
ら
思
う
に

…
。

　

１
つ
目
は
メ
ガ
バ
ン
ク
の
思
惑
で
あ
る
。
惜
し
み

な
い
研
究
開
発
投
資
の
判
断
は
主
導
権
争
い
と
債
権

回
収
・
保
全
主
義
の
銀
行
主
導
の
下
で
は
縮
小
均
衡

型
経
営
に
落
ち
込
む
だ
け
で
は
な
い
か
。

　

２
つ
目
は
経
済
産
業
省
の
思
惑
で
あ
る
。
液
晶
技

術
の
流
出
防
止
の
た
め
官
製
会
社
で
隔
離
し
て
白
物

家
電
事
業
は
解
体
・
再
編
す
る
戦
略
だ
。
自
由
主
義

経
済
の
下
で
は
な
じ
ま
な
い
施
策
で
は
な
い
か
。

　

３
つ
目
は
独
裁
経
営
で
あ
る
。
鴻
海
の
経
営
は
独

裁
型
経
営
ス
タ
イ
ル
だ
。
投
下
資
本
回
収
に
対
す
る

感
覚
は
冷
酷
非
情
で
あ
る
。
特
に
調
整
型
に
慣
れ
た

経
営
幹
部
は
覚
悟
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

４
つ
目
は
従
業
員
の
雇
用
確
保
で
あ
る
。
現
経
営

陣
も
含
め
現
状
の
ま

ま
と
い
う
鴻
海
（
５

日
、
40
歳
以
下
に
変

化
）。
現
従
業
員
の
継
続
雇
用
は
最
重
要
課
題
の
１

つ
だ
が
確
約
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

鴻
海
は
中
国
や
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
他
で
の
相

乗
効
果
を
狙
い
利
用
価
値
の
あ
る
シ
ャ
ー
プ
が
欲
し

い
。「
自
前
の
金
だ
。
覚
悟
が
違
う
」（
鴻
海
会
長
）

と
言
い
切
る
。

　

千
載
一
隅
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。
様
々
な
条
件
や
課
題

を
ク
リ
ア
ー
す
る
シ
ャ
ー
プ
の
鋭
く
賢
い
交
渉
力
に

「
春
が
来
た
」
と
期
待
し
た
い
。

晴耕雨読

シ
ャ
ー
プ
の
英
断
に
期
待

　

最
後
に
イ

ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
古
本

真
優
さ
ん

へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
ス

タ
ッ
フ
紹
介

が
あ
り
閉
会

と
な
っ
た
。

　

参
加
者
か

ら
は
「
運
転
中
に
危
な
い

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

聞
い
て
、
も
う
一
度
自
分

の
運
転
の
仕
方
を
見
つ
め

直
す
べ
き
だ
と

感
じ
た
」
と
、

安
全
運
転
へ
の

意
識
の
芽
生
え

が
窺
え
た
。

（
上
野
真
悟
）

野
田
義
和
東
大
阪
市
長
招
い
て

出
版
記
念
会
開
く

閉
会
前
に
ス
タ
ッ
フ
紹
介
が
行
わ
れ
た

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

6888

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

野田義和市長の挨拶

矢野昌宏代表取締役

松葉 健一さ
  ん

世界遺産登録　紀伊山地の霊場と参詣道

▶連絡先：有限会社木須商店（☎072-949-1147）

吉野大峯奥馳道・吉野山

きす屋
平成28年
３月１日
オープン

平成28年
３月１日
オープン

きす屋への道しるべ

〒639―3115　奈良県吉野郡吉野山403　（銅の鳥居前）
かね

ステーキハウス大西
日本料理・鍋   
洋食

　

開
会
の
あ

い
さ
つ
で
は

著
者
の
松

葉
健
一
氏

（
65
）
が
出

版
に
至
っ
た

経
緯
を
簡
潔

に
説
明
し
、

発
行
ま
で
の
２
年
間
を
振

り
返
っ
た
。

　

名
刺
交
換
を
し
た
後
、

ウクライナ・ウィーク2016
チェルノブイリ30年・福島５年　こども平和絵画展

共催：日本ウクライナ文化交流協会・NGOゼムリャキ 後援：在日本ウクライナ大使館

３月 26日～31日開催【10時30分～17時】
最終日は16時まで

会場：近鉄百貨店上本町店10階近鉄文化サロン（近鉄上本町駅直結、電話06-6775-3545）

入 場 無 料

◆講演会（毎日14時～16時開催、参加費500円が必要です）
26 日（土） オープニングパーティー ※この日は参加費無料です

27日（日） チェルノブイリ映画上映・講演 宮腰吉郎氏（映画監督）

28日（月） 旅行のためのウクライナ語 日野貴夫氏（天理大学准教授）

29日（火） 国民的詩人シェフチェンコ 須田エブゲーニヤ氏（翻訳家）

30日（水） ウクライナの政治と経済 岡部芳彦氏（神戸学院大学准教授）

31日（木） ウクライナの科学 ミグダリスキー・ウラディーミル氏（京都大学講師）

お問い合わせ・お申し込みは日本ウクライナ文化交流協会へ
〒 581-0013 大阪府八尾市山本町南 6-2-29 TEL072-926-5134 FAX072-921-6893

携帯 080-3854-5101 E-mail:info@nichiu.org http://nichiu.org/

「あなたの運転に
思いやりモードを」

　ドニエプル出版刊「あ
なたの運転に思いやり
モードを」の出版記念会
が１月 30 日、シェラト
ン都ホテル大阪（大阪市
天王寺区上本町６）で開か
れ、約 50 人が集った。

イラストレーター
の古本真優さん

井ノ口弘昭関西大学
准教授 事

例
交
え
た

セ
ミ
ナ
ー･

特
別
講
座

　
学
校
規
模
適
正
化

　

東
大
阪
市
教
育
委
員
会

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

よ
り
良
い
教
育
環
境
を

提
供
し
、
効
果
的
な
学

校
教
育
を
実
現
す
る
た

め
、
平
成
20
年
に
「
東

大
阪
市
学
校
規
模
適
正

化
基
本
方
針
」
を
決
定

し
、
学
校
規
模
の
適
正

化
を
進
め
て
い
る
。
今

年
4
月
に
は
、
小
規
模

校
と
な
っ
て
い
た 

永

和
小
学
校
と
菱
屋
西
小

学
校
、
そ
し
て
太
平
寺

中
学
校
と
俊
徳
中
学
校

の
そ
れ
ぞ
れ
の
統
合
を

予
定
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
第
4
固
定

例
会
に
お
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
統
合
後
の
学 

校
名
称
を
「
桜
橋
小
学

校
」、「
布
施
中
学
校
」

と
す
る
条
例
改
正
の
議
案

が
可
決
さ
れ
た
。

仮
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
が
届

い
た
。

　
タ
イ
卜
ル
は
「
我
が
希

望
た
ち 

〜
布
施
中
学
校 

校
歌
〜
」 

　

統
合
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

も
あ
る
よ
う
に
、
希
望
や

夢
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い

て
い
く
中
学
生
を
応
援
す

る
つ
ん
く
♂
さ
ん
の
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て

く
る
校
歌
で
、
既
存
の
校

歌
と
い
う
概
念
で
は
な

く
、
新
し
い
学
校
に
ふ
さ

わ
し
い
、
斬
新
な
新
し
い

形
の
校
歌
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
は
、
歌
詞
も
曲

も
完
成
し
、
中
学
校
の
生

徒
へ
届
け
る
の
を
待
つ
ば

か
り
。

　

こ
の
校
歌
は
、
2
月
1

日
に
開
設
さ
れ
た
布
施
中

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

歌
詞
を
、
メ
ロ
デ
ィ
は
近

日
中
に
公
開
す
る
予
定
。

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

株式会社ソフトスマイル保険
代表取締役

2月6日㈯ やお未来議会 2016

2月10日㈬ 議会運営委員会

2月16日㈫ 議会運営委員会

2月24日㈬ 本会議（第 1日）

2月25日㈭ 本会議（第 2日）

2月26日㈮ 本会議（第 3日）

3月1日㈫ 本会議（第 4日）　予算決算常任委員会　全体会

3月3日㈭ 本会議（予備日）

3月4日㈮ 建設産業常任委員会　予算決算常任委員会　建設産業分科会

3月7日㈪ 建設産業常任委員会　予算決算常任委員会　建設産業分科会

3月8日㈫ 文教常任委員会　予算決算常任委員会　文教分科会

3月9日㈬ 文教常任委員会　予算決算常任委員会　文教分科会

3月10日㈭ 保健福祉常任委員会　予算決算常任委員会　保健福祉分科会

3月11日㈮ 保健福祉常任委員会　予算決算常任委員会　保健福祉分科会

3月14日㈪ 総務常任委員会　予算決算常任委員会　総務分科会

3月15日㈫ 総務常任委員会　予算決算常任委員会　総務分科会

3月22日㈫ 予算決算常任委員会　全体会

3月24日㈭ 議会運営委員会

3月25日㈮ 本会議（第 5日）

八尾市議会   3月定例会の日程

定価1,620円（税込み）

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
つ
ん
く
♂
さ
ん
が
作
詞・
作
曲

統合校 「布施中学校」 の校歌完成間近



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年２月１５日（月）

　下記の表をご覧ください。
　給与所得は、年収を上げると所得税
率も上がり、住民税率を合わせると最
大税率 55％です。

　１年間、がんばって得た年収の半分が税金です。
　もっと上手にお金を残す方法はないでしょうか。
　あります！
　経営者の特権である一時所得制度をご検討ください。

　一時所得でお金を受け取り、給与所得と一時所得
をバランスよく採用すると、今よりもたくさん手元
にお金が残ります。よって、生活にゆとりが生まれ、
マイホームやマイカーの購入資金、子どもの教育資
金等、早期の個人資産構築が可能となります！

　一時所得制度についての詳しい情報はお気軽にお
声がけください。
　※事業承継時の資金準備、相続発生時の資金準備、
退職功労金の前倒し受け取りなどにも、一時所得制
度は有効利用されています。

　
「
バ
イ
ト
も
い
い
が
、
何
か
に
打
ち
込
ん
で
み
ろ
。

や
り
た
い
こ
と
は
今
、
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、
一
生
懸
命
何
か
を
続
け
て
い
る
と
、
そ
こ
か
ら

自
分
の
し
た
い
こ
と
と
い
う
の
は
見
つ
か
る
も
の
な

ん
だ
よ
」

　

僕
も
先
生
の
口
元
を
見
つ
め
、
頭
の
中
で
言
葉
を

整
理
す
る
。

　
「
後
か
ら
機
会
が
な
か
っ
た
、
な
ん
て
言
う
の
は

い
い
わ
け
だ
。チ
ャ
ン
ス
は
訪
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

自
分
の
力
で
掴
み
に
い
く
も
の
だ
」

　

先
生
の
言
葉
は
鼓
膜
に
優
し
く
染
み
込
み
、
体
中

に
響
い
た
。
心
の
中
が
ス
カ
ッ
と
晴
れ
渡
る
よ
う
な

爽
快
感
だ
。

　

僕
の
や
り
た
い
こ
と
は
既
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
こ
の
世
か
ら
抹
消
さ
れ
る
べ
き
も
の
に

焦
点
を
当
て
る
。
不
必
要
な
も
の
、と
い
う
よ
り
も
、

な
い
ほ
う
が
い
い
も
の
。
害
虫
、
野
良
猫
、
狂
犬
、

増
え
過
ぎ
た
カ
ラ
ス
。
人
間
に
対
し
て
害
を
及
ぼ
す

も
の
は
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

方
が
い
い
。

　

僕
は
ゴ
キ
ブ
リ
が
嫌
い
だ
。
あ
の
容
姿
、
ギ
ト
ギ

ト
し
た
ツ
ヤ
、
素
早
い
動
き
。
小
石
の
よ
う
に
気
配

を
消
し
な
が
ら
た
わ
み
続
け
る
長
い
触
覚
。
い
つ
み

て
も
背
筋
が
冷
た
く
な
る
。

　

ぬ
ら
り
と
し
た
て
か
り
。

ま
る
で
飴
を
塗
り
た
く
っ

た
か
り
ん
と
う
の
よ
う
だ
。

そ
う
思
っ
た
瞬
間
か
ら
僕

は
か
り
ん
と
う
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
か
り
ん
と
う

を
し
ゃ
ぶ
る
女
を
見
て
吐

い
た
こ
と
ま
で
あ
る
。
美

味
し
そ
う
に
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
僕
は
そ
の
女
を
軽

蔑
し
た
。

同
じ
理
由
で
大
学
芋
も
口

に
し
な
い
。

　

僕
に
と
っ
て
ゴ
キ
ブ
リ

は
恐
怖
だ
。
嫌
悪
の
一
歩

先
に
は
恐
怖
が
あ
る
。
い
や
、
も
し
か
す
る
と
恐
怖

を
隠
す
た
め
に
嫌
悪
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

僕
が
ゴ
キ
ブ
リ
に
対
し
て
恐
れ
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
決
定
的
な
事
件
が
あ
る
。

　

も
と
も
と
僕
は
昆
虫
が
好
き
だ
っ
た
。
そ
う
、
好

き
だ
っ
た
の
だ
。夏
に
な
れ
ば
麦
わ
ら
帽
子
を
被
り
、

網
と
虫
カ
ゴ
を
持
っ
て
採
集
に
出
掛
け
た
。
セ
ミ
に

チ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ
、
バ
ッ
タ
、
カ
マ
キ
リ
。
捕
ま
え

て
は
そ
の
昆
虫
の
一
つ
一
つ
を
手
に
取
り
、
そ
の
部

位
を
ま
じ
ま
じ
と
観
察
し
た
。
節
と
節
の
間
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
繊
毛
の
生
え
方
、
複
眼
の
奥
か

ら
見
つ
め
る
黒
眼
。
羽
の
質
感
や
背
か
ら
漂
う
油
に

似
た
匂
い
に
惚
れ
惚
れ
と
し
た
。
そ
の
記
憶
は
僕
の

鮮
や
か
な
少
年
時
代
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。

　

父
は
そ
ん
な
僕
を
こ
と
あ
る
ご
と
に
山
に
連
れ
て

い
っ
て
く
れ
た
。
深
い
山
に
入
れ
ば
、
昆
虫
の
種
類

が
増
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
大
き
さ
も
増
し

て
い
く
。
親
指
大
の
ア
リ
が
穴
か
ら
這
い
出
て
き
た

時
な
ど
は
興
奮
し
た
も
の
だ
。
オ
ニ
ヤ
ン
マ
が
猛
烈

な
速
度
で
横
切
り
、
黒
ア
ゲ
ハ
は
妖
し
げ
に
花
と
花

の
間
を
舞
い
踊
る
。
山
の
匂
い
、
ひ
ん
や
り
と
冷
た

い
風
、
急
に
消
え
た
虫
の
囁
き
、
鳥
の
警
告
。
そ
の

全
て
が
冒
険
だ
っ
た
。

　

深
い
山
に
住
む
昆
虫
た
ち
の
振
る
舞
い
に
は
威
厳

が
あ
っ
た
。
僕
は
彼
ら
に
憧
れ
た
。
扇
形
に
広
が
っ

た
、
手
の
ひ
ら
よ
り
も
大
き
い
カ
マ
キ
リ
の
威
嚇
の

美
し
さ
。
彼
は
本
気
だ
っ
た
。
そ
の
大
き
な
鎌
で
本

気
で
僕
の
首
を
刈
り
取
ろ
う
と
し
て
い
た
。
何
倍
も

体
の
大
き
い
僕
は
小
枝
の
よ
う
な
緑
色
の
虫
の
輝
き

に
圧
倒
さ
せ
ら
れ
た
。
躍
動
す
る
魂
の
叫
び
が
そ
こ

か
し
こ
で
鳴
り
響
い
て
い
る
の
だ
。

　

父
と
僕
の
本
来
の
目
的
は
カ
ブ
ト
ム
シ
の
採
集

だ
っ
た
。
僕
た
ち
に
は
目
星
を
付
け
て
い
る
ク
ヌ
ギ

の
木
が
３
本
あ
っ
た
。
そ
こ
に
行
け
ば
間
違
い
な
く

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
い
た
。
３
本
の
う
ち
２

本
は
、
時
と
し
て
は
ず
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
大
物

が
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
残
る
１
本
に
は
山
じ
ゅ

う
の
虫
た
ち
が
そ
の
甘
い
蜜
を
お
目
当
て
に
群
が
っ

て
く
る
の
で
必
ず
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

ク
ヌ
ギ
の
木
の
腹
の
部
分
、
幹
の
割
れ
目
か
ら
溢
れ

る
透
明
な
蜜
は
光
を
反
射
し
て
ぬ
ら
ぬ
ら
と
輝
い
て

い
た
。
幾
多
の
カ
ナ
ブ
ン
や
チ
ョ
ウ
、
ガ
や
見
た
こ

と
も
な
い
虫
の
中
に
黒
々
と
し
た
鎧
を
着
た
王
者
が

傲
然
と
し
た
風
体
で
そ
こ
に
い
る
。
一
帯
は
ス
ワ
ロ

フ
ス
キ
ー
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
思
わ
せ
る
。
宝
箱

を
開
け
た
よ
う
な
興
奮
。
そ
の
光
景
は
僕
を
う
っ
と

り
と
さ
せ
る
。
そ
し
て
王
者
の
風
格
は
少
年
の
心
を

夢
中
に
さ
せ
た
。

　

全
身
で
鼓
動
を
感
じ
な
が
ら
手
を
伸
ば
す
。
息

を
す
る
の
も
忘
れ
る
く
ら
い

に
。
ク
ヌ
ギ
の
木
か
ら
カ
ブ

ト
ム
シ
を
は
が
し
取
る
あ

の
質
感
。
今
で
も
忘
れ
な

い
。
爪
が
木
肌
に
食
い
込
ん

で
い
て
、
簡
単
に
は
取
れ
な

い
。
は
が
し
取
っ
た
後
の
重

み
。
そ
し
て
指
の
間
で
う
ご

め
く
六
本
の
力
強
い
足
。
毛

穴
が
開
き
、
全
身
の
毛
が
逆

立
つ
よ
う
に
僕
は
目
に
映
る

も
の
、
指
に
触
れ
る
も
の
を

慎
重
に
、
そ
し
て
そ
の
全
て

の
感
覚
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い

よ
う
に
扱
う
。

　

鋭
い
顎
を
持
つ
ノ
コ
ギ
リ

ク
ワ
ガ
タ
に
、
巨
大
な
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
。
一
心
と

な
っ
て
虫
カ
ゴ
に
入
れ
た
。
そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
場

所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
父
は
、
僕
の
英
雄
だ
っ

た
。

　

採
っ
た
昆
虫
は
爬
虫
類
用
の
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
飼

育
し
た
。
土
を
敷
い
て
、
木
の
葉
を
ま
ぶ
し
、
上
り

木
や
株
を
備
え
る
。
木
に
は
蜜
を
塗
り
、
ゼ
リ
ー
や

水
を
用
意
し
た
。
そ
の
中
に
捕
ま
え
た
昆
虫
を
入
れ

る
。
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
、
カ
ナ
ブ
ン
、
カ
マ

キ
リ
、
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
、
バ
ッ
タ
。

　

僕
は
こ
の
ケ
ー
ジ
の
中
で
一
つ
の
世
界
を
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
た
。そ
れ
は
僕
の
密
か
な
夢
だ
っ
た
。

飼
育
さ
れ
た
世
界
で
は
な
く
、
野
生
そ
の
も
の
の
空

間
を
作
る
こ
と
。
そ
こ
で
は
強
い
も
の
が
弱
い
も
の

を
餌
と
し
、
食
物
連
鎖
が
お
の
ず
と
行
わ
れ
る
。
そ

の
世
界
に
順
応
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
生
活
す
る
昆
虫
た

ち
。
ま
る
で
あ
の
山
が
こ
の
場
所
に
あ
る
よ
う
に
、

気
高
く
。
今
考
え
れ
ば
そ
れ
は
と
ん
だ
夢
物
語
に
過

ぎ
な
い
。
小
さ
な
ケ
ー
ジ
の
中
で
生
命
の

広
が
り
を
循
環
し
、
完
結
さ
せ
る
こ
と
な

ど
到
底
不
可
能
だ
。
で
も
そ
の
頃
の
何
も

知
ら
な
い
僕
は
、
自
分
の
野
望
を
信
じ
て

疑
わ
な
か
っ
た
。

感 

触
嶋
津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

次
号
（
４
月
15
日
付
）
に
続
く

感 触

―③―
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株式
会社

第2回

ド
ロ
ー
ン

活
用
講
座

ド
ロ
ー
ン
開
発
者  

芦
沢 

魁
作

シ
リ
ー
ズ

挑 

戦

　

ド
ロ
ー
ン
は
現
在
世

界
で
は
次
期
産
業
と
し

て
捉
え
、
大
き
な
期
待

で
国
策
的
に
進
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
取

り
に
行
く
人
も
少
な
い

こ
と
か
ら
大
変
な
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て

い
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
す
で
に

今
年
、
カ
リ
フ
ル
ニ
ア

大
学
か
ら
、
シ
ン
シ

ナ
テ
ィ
ー
大
学
か
ら
、

ア
ッ
プ
ル
か
ら
、
イ
ン

テ
ル
世
界
戦
略
を
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
は
中
国
に
最
大
の
ド

ロ
ー
ン
メ
ー
カ
ー
Ｄ
Ｊ

Ｉ
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
次
の
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、
車
と

ド
ロ
ー
ン
の
融
合
を
遂

げ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー

ド
車
と
Ｄ
Ｊ
Ｉ
の
融
合

で
す
。
も
う
世
界
は
こ

こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　

で
も
ま
だ
ま
だ
チ
ャ

ン
ス
は
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
新
聞
で
の

掲
載
を
考
え
ま
し
た
動

機
で
す
が
、
私
も
ド

ロ
ー
ン
を
中
国
人
の
若

者
と
開
発
し
て
い
ま

す
。
で
す
の
で
、
東
大

阪
や
八
尾
の
工
場
を
見

て
い
ま
す
と
、
も
の
づ

く
り
の
道
具
が
羨
ま
し

い
ほ
ど
存
在
し
ま
す
。

私
だ
っ
た
ら
こ
こ
で
次

期
産
業
の
ド
ロ
ー
ン
を

作
れ
る
な
と
考
え
た
次

第
で
す
。
ド
ロ
ー
ン
は

数
百
と
い
う
部
品
か
ら

成
っ
て
い
ま
す
の
で
、

大
き
な
広
い
関
連
工
場

が
成
り
立
ち
ま
す
。

　

自
動
車
ほ
ど
も
な
い

小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て

も
非
常
に
高
度
な
も
の

で
す
。
心
臓
に
は
Ｃ
Ｐ

Ｕ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

コ
ア
シ
ス
テ
ム
が
搭

載
、
ブ
ラ
シ
レ
ス
モ
ー

タ
を
制
御
し
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
・

ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
の

関
連
・
超
音
波
セ
ン

サ
ー
と
カ
メ
ラ
で
高
度

セ
ン
サ
ー
・
カ
メ
ラ
制

御
・
な
ど
な
ど
で
、
無

線
制
御
と
し
て
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
関
連
は
2.4
Ｇ

Ｈ
、
映
像
系
は
5.8
Ｇ
Ｈ

を
使
用
し
ま
す
。

　

業
務
用
で
は
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
局
と
同
じ

で
登
録
し
て
い
る
送
信

機
が
必
要
で
す
。
機
体

は
、
私
は
グ
ラ
ス
フ
ァ

イ
バ
ー
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
な
こ
と

は
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
登
場
で

す
。
こ
れ
を
販
売
す
る

場
合
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
セ
ー
ル
ス
と
い
う

世
界
と
融
合
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
制
作
に
は
、

写
真
・
宣
伝
の
た
め
の

動
画
制
作
等
、
総
合
的

な
要
素
が
成
り
立
つ
の

で
、
東
大
阪
・
八
尾
全

体
を
考
え
る
と
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
宣
伝
に
は

音
楽
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
街
お
こ
し
が
最
大

に
活
か
せ
る
こ
と
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
と
仲
良
し
ご
っ

こ
で
達
成
で
き
ま
す

が
、
次
回
は
、
も
う
少

し
具
体
的
な
ド
ロ
ー
ン

の
現
状
と
危
険
性
に
つ

い
て
お
伝
え
い
た
し
ま

す
。

★
『
風
に
ふ
か
れ
て
あ
る
が
ま
ま
に
』
河
本
雪
夫　

１
０
８
０
円

★
『
再
び
を
世
に
生
か
さ
れ
て
』
岩
川
千
代
子　

２
１
６
０
円

★
『
ザ
・
カ
ミ
シ
バ
イ
』 

杉
浦
貞　

１
０
８
０
円

★
『
今
日
の
言
霊
』 

黄
麗　

１
０
８
０
円

★
『
経
営
者
は
闘
う
①
』 

時
田
幸
於　

１
６
２
０
円

★
『
全
人
類
へ
の 

愛
の
光
の
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

502
』 

別
所
憲
隆　

３
４
５
６
円

★
『
ド
リ
ー
ル
の
教
え
Ⅰ
〜
Ⅶ
』
別
所
憲
隆　

各
２
１
６
０
円

★
『
い
っ
ち
ょ
か
み
教
師
』 

松
本
又
三　

１
６
２
０
円

★
『
形
は
消
え
て
も
理
は
残
る
』 

舩
冨
廣
國　

１
６
２
０
円

★
『
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
成
功
実
現
法
』
庄
田
幸
生　

５
４
０
円

★
『
道　

日
々
の
道
し
る
べ
』 

糟
野
多
實
三　

８
６
４
円

★
『
庶
民
文
化
が
国
を
滅
ぼ
す
』 

芦
澤
魁
作　

１
０
８
０
円

★
『
夢
を
叶
え
る
３
大
資
源
』 

鈴
木
民
二　

７
５
６
円

★
『
若
者
よ
、 

そ
こ
を
越
え
ろ
』 

石
河
亮
平　

２
１
６
０
円

★
『
日
本
新
生　

さ
ら
ば
核
発
電
』
吉
岡
英
介　

１
０
８
０
円

★
『
ら
し
く
生
き
る
』 

松
茂
良
興
治　

１
６
２
０
円

★
『
子
ど
も
の
未
来
へ
の
お
く
り
も
の
』
杉
本
哲
也　

５
４
６
円

★
『
夢
を
語
り
、 

夢
を
追
え
ば
、 

夢
は
実
現
す
る
』 

戸
田
仁
司　

１
０
８
０
円

★
『
朝
鮮
軍
記　

文
禄
・
慶
長
の
役
』 

呉
滿　

１
０
８
０
０
円

★
『
大
阪
の
木
場
の
歴
史
と
余
談
雑
談
』
川
合
義
次　

１
６
２
０
円

★
『
戦
場
の
小
さ
な
証
人
』 

上
江
洲
清　

５
４
０
円

★
『
自
然
界
の
奇
譚
』 

橋
本
僐
元　

２
１
６
０
円

★
『
ト
ル
ス
ト
イ
版 

老
子
』 

加
藤
智
恵
子
・
有
宗
昌
子  

２
１
６
０
円

★
『
イ
ビ
キ
夜
話
』 

み
み
は
な
こ　

５
４
０
円

★
『
コ
マ
ツ
命
』 

小
倉
正
司　

１
２
９
６
円

★
『
万
人
幸
福
の
栞
ハ
ガ
キ
』 

丸
山
敏
雄　

５
４
６
円

★
『
か
み
さ
ま
と
つ
ば
さ
草
』 

奈
良
実
乃
里
・
あ
さ
か
す
ず

 

１
０
８
０
円

★
『
あ
き
ら
め
な
い　

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
二
十
年
の　

足
跡
』 

藤
原
義
春　

３
０
２
４
円

★
『
身
体
に
と
っ
て
正
し
い
姿
勢
』 

森
井
隆
喜　

５
４
０
円

★
『
理
念
独
裁
の
す
す
め
』 

笠
本
義
嗣　

２
１
６
０
円

★
『
霧
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
彼
方
』 

菊
地
浩　

１
０
８
０
円

★
『
阿
毎
・
多
利
思
北
孤
』 

文
化
創
造
倶
楽
部
・
古
代
史
＆
歴
史
塾　

９
７
２
円

★
『
体
書
写
影
』 

山
本
好
美
・
武
田
憲
幸　

３
２
４
０
円

★
『
家
庭
を
育
て
る
』 

芦
沢
魁
作　

５
４
０
円

★
『
失
敗
し
な
い
パ
ン
作
り
』 

中
尾
暁
子　

５
４
０
円

★
『
笑
顔
し
て
ま
す
か
』
近
藤
友
二　

１
０
８
０
円

★
『
あ
な
た
の
運
転
に
思
い
や
り
モ
ー
ド
を
』松

葉
健
一　

１
６
２
０
円

★
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
丸
か
じ
り
』 

小
野
元
裕　

５
４
０
円

★
『
ク
リ
ミ
ア
問
題
徹
底
解
明
』
中
津
孝
司　

５
４
０
円 

マ
ン
ボ
の
王
様
「
ペ
レ
ス
・
プ
ラ
ー
ド
楽
団
」
が
初
来
日

し
た
の
は
、
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
９
月
で
あ
る
。

昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）
に｢

エ
ル
・
マ
ン
ボ｣

と
「
マ
ン
ボ

・
Ｎ
ｏ
５
」
を
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し
た
レ
コ
ー
ド
は
、
ア
メ
リ
カ

で
４
０
０
万
枚
の
大
ベ
ス
ト･

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
が
、
彼
が
来

日
し
た
頃
は｢

マ
ン
ボ｣

は
す
で
に
国
内
で
は
放
送
・
ス
テ
ー

ジ
演
奏
で
お
馴
染
み
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
30
年（
１
９
５
５
）

４
月
に
映
画｢

海
底
の
黄
金｣

で
、｢

カ
シ
ノ
・
デ
・
プ
ラ
ー

ジ
ャ｣
で
演
奏
し
て
い
る
場
面
（
僅
か
３
分
間
で
は
あ
っ
た
が
）

か
ら
、
ま
た
た
く
間
に
流
行
し
た｢

セ
レ
ソ･
ロ
サ｣

は
、
彼
の
来
日
の

前
人
気
を
さ
ら
に
煽
っ
た
。
人
気
が

広
が
っ
て
日
本
公
演
を
す
る
た
め
の

環
境
が
整
っ
た
頃
や
っ
て
き
た
「
ペ

レ
ス･

プ
ラ
ー
ド
楽
団
」
が
、｢
東
京

キ
ュ
ー
バ
ン･

ボ
ー
イ
ズ｣
と
両
国

国
技
館
で
初
め
て
共
演
す
る
際
に
、

見
砂
直
照
は
彼
に
「
あ
な
た
が
マ
ン

ボ
を
流
行
ら
せ
て
く
れ
た
お
陰
で
私

の
バ
ン
ド
も
人
気
が
出
た
」
と
謝
意

を
述
べ
る
と
、
ペ
レ
ス
・
プ
ラ
ー
ド

は
「
君
が
下
地
を
作
っ
て
く
れ
た
か

ら
、
こ
れ
だ
け
盛
大
に
迎
え
ら
れ
て
、

感
謝
す
る
の
は
こ
ち
ら
だ
」
と
双
方

が
相
手
を
持
ち
上
げ
た
。
そ
の
様
な

間
柄
で
は
あ
っ
た
が
、
翌
年
再
び
来

日
し
た
際
共
演
の
話
が
あ
っ
て
、
リ

ハ
ー
サ
ル
ま
で
済
ま
し
な
が
ら
コ
ン

サ
ー
ト
の
当
日
に
ペ
レ
ス
・
プ
ラ
ー

ド
は
こ
れ
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。
理

由
は
定
か
で
な
い
が
通
常
で
は
考
え

ら
れ
な
い
事
件
で
あ
っ
た
。

ペ
レ
ス･

プ
ラ
ー
ド
は
非
常
に
多
才
な
音
楽
家
で
あ
っ
た
。

彼
の
代
名
詞
で
あ
る｢

マ
ン
ボ｣

は
も
と
も
と
キ
ュ
ー

バ
の
ソ
ン
・
モ
ン
ト
ウ
ニ
ョ
の
形
式
を
楽
器
の
演
奏
に
採
り
入

れ
て
編
曲
さ
れ
た
も
の
だ
し
、｢

マ
ン
ボ｣

の
名
前
そ
の
も
の

も
以
前
か
ら
あ
っ
た
の
で
、
彼
の
発
明
と
は
言
い
難
い
が
、
世

に
出
て
か
ら
か
ら
は
、
実
に
多
く
の
曲
種
と
作
品
を
生
み
出
し

た
。
初
期
の
頃
の
作
品
「
電
話
交
換
手
の
マ
ン
ボ
」
は
、
初
め

に
電
話
の
ベ
ル
の
音
が
鳴
る
の
に
続
い
て
交
換
手
の
「
モ
シ
モ

シ
、
ど
な
た
？
」
と
い
う
台
詞
か
ら
音
楽
が
始
ま
る
、
聞
く
人

の
意
表
を
つ
い
た
楽
し
い
曲
で
あ
る
。
ま
た
彼
自
身
が
ロ
ッ
ク

と
マ
ン
ボ
を
融
合
さ
せ
て
生
み
出
し
た
ロ
カ
ン
ボ
「
パ
ト
リ
シ

ア
」
は
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
６
月
16
日
附
の
ビ
ル･

ボ
ー

ド
誌
の
ヒ
ッ
ト･

チ
ャ
ー
ト
で
１
位
と
な
っ
た
。｢

マ
ン
ボ｣

が
テ
ン
ポ
が
速
く
騒
々
し
く
て
、
踊
り
に
く
い
と
い
う
声
を
聞

く
と｢

マ
ン
ボ･

ス
ビ
ー｣

を
編
み
出
し
て
「
セ
レ
ソ･

ロ
サ
」

の
大
ヒ
ッ
ト
曲
を
作
っ
た
。
彼
は
17
回
来
日
し
て
彼
自
身
の
作

品
や
、
ラ
テ
ン
の
名
曲
を
特
徴
の
あ
る
編
曲
で
聞
か

せ
て
、
日
本
の
ラ
テ
ン
音
楽
界
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
。

　

し
か
し
、
最
後
に
来
日
し
た
際
の
全
国
ツ
ア
ー
だ

け
は
こ
の
賛
辞
か
ら
外
す
べ
き
最
悪
の
公
演
だ
っ

た
。
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
に
行
わ
れ
た
12
年
ぶ

り
の
日
本
公
演
は
、
10
月
27
日
の
東
京･

中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
を
振
り
出
し
に
、
最
後
の
11
月
25
日

の
京
都
会
館
で
の
演
奏
ま
で
30
日
間
に
23
会
場
を
回

る
、
か
な
り
の
強
行
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
。
11
月
８
日

大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
で
の
公
演
（
こ
の
日

だ
け
２
回
公
演
だ
っ
た
）
に
参
加
し
た
が
、
そ
れ
は

全
く
期
待
か
ら
大
き
く
外
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ス

テ
ー
ジ
の
ペ
レ
ス･

プ
ラ
ー
ド
は
踊
る
よ
う
に
躍
動

し
な
が
ら
指
揮
し
て
い
た
か
つ
て
の
姿
と
は
裏
腹

に
、
よ
た
よ
た
と
力
な
く
動
き
な
が
ら
や
っ
と
指
揮

し
て
い
た
し
、
演
奏
も
部
分
的
に
は
音
が
揃
わ
ず
迫

力
が
な
か
っ
た
。
２
回
目
の
演
奏
は
出
演
者
の
遅
刻

で
３
時
間
も
開
演
時
間
が
遅
れ
る
な
ど
、
主
催
者
も

含
め
て
そ
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る
演
奏
会
史
上
他
に
例
を
見
な

い
ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
。
私
の
脳
裏
に
は
、
あ
の
哀
れ
な｢

マ
ン
ボ
の
王
様｣

の
姿
が
焼
き
つ
い
て
い
る
が
、
現
在
も
こ
よ

な
き
親
近
感
を
抱
い
て
い
る
だ
け
に
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
公
演

に
は
参
加
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
未
だ
に
悔
い
て
い
る
。
病

み
上
が
り
の
ペ
レ
ス･

プ
ラ
ー
ド
と
、
大
半
の
メ
ン
バ
ー
を
フ

ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
無
名
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
編
成
し
、
強
行
軍

の
日
本
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
挙
げ
句
に
、
フ
ァ
ン
の
夢
を
根
底

か
ら
覆
し
た
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、無
責
任
そ
の
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
酷
で
は
あ
る
が
、
ペ
レ
ス･

プ
ラ
ー
ド
自
身
も
こ
の
企

画
に
応
じ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。

世
界
の
ス
タ
ー
に
な
っ
た
彼
の
多
才
ぶ
り
を
利
用
し
て
、

多
く
の
作
曲
や
演
奏
、
出
演
の
依
頼
を
果
た
し
た
が
、

と
も
す
れ
ば
こ
の
営
業
に
積
極
的
と
も
受
け
取
れ
る
姿
が
、
キ

ュ
ー
バ
の
人
た
ち
か
ら
「
民
族
の
血
の
流
れ
を
、
金
の
流
れ
に

変
え
た
男
」
と
し
て
疎
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
と

も
と
彼
は
演
奏
か
ら
「
歌
」
を
排
し
た
の
で
キ
ュ
ー
バ
音
楽
の

本
来
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
外
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
サ
ッ
ク
ス
の
ビ

ー
ト
な
ど
ジ
ャ
ズ
的
な
要
素
が
強
い
と
し
て
不
評
だ
っ
た
。
故

郷
の
キ
ュ
ー
バ
に
は
帰
ら
ず
（
あ
る
い
は
帰
れ
ず
）、
メ
キ
シ

コ･

シ
テ
ィ
の
病
室
の
窓
際
に
小
さ
な
キ
ュ
ー
バ
の
国
旗
を
飾

っ
て
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
な
が
ら
、
寂
し
く
亡
く
な
っ
た
の
は

最
後
の
日
本
公
演
か
ら
２
年
後
の
昭
和
64
年
（
１
９
８
９
）
９

月
14
日
だ
っ
た
。

　

ペ
レ
ス
・
プ
ラ
ー
ド
は
一
般
の
人
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
た
多
く

の
曲
以
外
に
も
三
つ
の
大
作
を
残
し
て
い
る
。
第
１
作
は
ア
フ

リ
カ
音
楽
、
マ
ン
ボ
、
ジ
ャ
ズ
の
関
連
性
を
素
材
に
昭
和
29
年

（
１
９
５
４
）
に
録
音
し
た
４
部
構
成
の
「
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
組
曲
」、

第
２
作
は
７
部
構
成
の｢

二
つ
の
世
界｣

、
第
３
作
は
ラ
テ
ン

音
楽
の
代
表
的
楽
器
ボ
ン
ゴ
を
徹
底
的
に
表
面
に
出
し
た
６
部

構
成
の
「
ボ
ン
ゴ･

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
で
あ
る
。
昭
和
39
年
（
１

９
６
４
）
に
録
音
さ
れ
た
「
ボ
ン
ゴ･

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
は
、

そ
れ
ま
で
手
で
叩
く
も
の
と
さ
れ
て
き
た
ボ
ン
ゴ
を
ス
テ
ィ
ッ

ク
で
叩
く
こ
と
で
、
よ
り
細
か
い
連
打
音
を
打
ち
出
さ
せ
て
演

奏
の
主
役
に
仕
立
て
た
異
色
の
大
作
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
曲

は
演
奏
時
間
の
関
係
で
一
般
の
企
画
の
レ
コ
ー
ド
と
し
て
録
音

さ
れ
る
こ
と
や
、
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
さ
れ
る
の
は
少
な
く
、
多

く
の
人
が
馴
染
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
の
音
楽
性
の
豊

か
さ
は
明
確
に
照
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
彼
自
身
は
こ
れ
ら
の
大

作
で
も
っ
て
「
民
族
の
血
の
流
れ
」
を
受
け
継
ぐ
要
素
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
祖
国
キ
ュ
ー
バ
の
人
々
に
訴
え
て
、
冷
た
い
眼

差
し
へ
の
抵
抗
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
つ
づ
く
）

「
ペ
レ
ス
・
プ
ラ
ー
ド
楽
団
」の
来
日
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　 31代用明天皇陵へ行ってみた。在位２年なのに
どうしてこんなに立派な墓を作ってもらえた

のだろうという疑問を誰もが持つのではないだろう
か。そこでこれは用明天皇陵ではないのではとふと
思う。それでは誰の墓なのかを考えてみよう。この
時代の一番の権力者を探れば、蘇我馬子が思い当た
る。馬子と用明天皇に共通点があるという説はいく
つかあるようだ。もし馬子のことを天皇の系図のど
こかに書き込むとしたら、血筋があるので直系には
入れられない。その場所は、用明、崇峻、推古しか
ないのだ。自分が殺した崇峻と女帝を省けば用明し
か残らない。
　話を変えて、蘇我氏と物部氏の崇仏論争はなぜ起
きたかを考えてみよう。レフリーが不在だったので
はないかと推測する。欽明天皇がはっきり判断して
いれば両者は争う必要がないし、敏達天皇は仏法を
信じていないのだから、ここでリーダーシップを発
揮していれば食い止められたはずなのに仏教は入っ
てきた。欽明も敏達もレフリーではなく当事者だっ
たのではないかというのが私の仮説だ。判断する天
皇がいなかったか、もしくは力がなかったのだ。い
なかったと考えるのが自然だろう。

部守屋は限りなく敏達だ。彼が敏達だとすれ
ば、欽明は物部尾興ということになる。馬子は

用明の部分に書き込まれているとしよう。謎の継体
天皇は大伴金村だとすればすっきりする。これも結
論だけになるが、入鹿は舒明天皇と孝徳天皇（舒明
天皇も入鹿だ）の部分に記されている。では入鹿の

父の蝦夷はどこに入るのか。私は入鹿の義父だった
思う。実父は馬子だろう。推測だが、蝦夷が馬子の
娘を妻としていたとすれば、これも親子だ。入鹿が
孝徳だとすれば、蝦夷がその左大臣で、義父の阿倍
倉梯麻呂だろう。
　孝徳天皇が入鹿などと言えば、お前は大化改新が
何年か知っているのかと怒られそうだ。「日本書紀」
では入鹿が殺された後孝徳が天皇になっている。し
かし私は大化改新が649年だったと推測する。だか
らこそ、入鹿、孝徳の左大臣、右大臣がこの年に死
んだり殺されたりしているし、年号が白雉と変わっ
ている。

明天皇陵が馬子の墓とすれば、そのすぐそばに
墓のある聖徳太子が馬子の息子だというのも

納得してもらえるだろう。この２つの墓の中間あた
りに、地元の人が馬子の墓と言う石塔があるが、こ
れも何か意味がありそうだ。
　勢いに乗って入鹿の墓も決めてしまおう。私とし
ては孝徳陵としたいところだ。「入鹿の遺骸は蝦夷
の邸もろとも灰

かい
燼
じん
に帰したのだろう」などと平気で

書く人がいるが、日本書紀に「この日蝦夷と入鹿の
屍を墓に葬ることを許した」と書かれている。蝦夷
も入鹿も墓はあるのだ。

説の馬子の墓だが、飛鳥石舞台古墳は馬子の
墓ではありえない。もし馬子の墓だとしたら、

いったい誰がその土を取り除いたというのだ。その
土方仕事の大変さを考えてみれば、そんなことは子
どもでも分かりそうなことなのだ。

蘇我馬子の墓は？

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
①

数百の部品を使用
関連工場が成り立つ

医療法人を経営されている理事長
中小企業を経営されている社長
給与所得だけに依存していませんか！
トータルタックスプランニング 木村 達也

５

キ
ム
タ
ツ
の
知
恵
袋
⑥
は
４
月
15
日
付
に
掲
載

大 増 税 時 代

第

物

用

定
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現代生き方指南

　

現
在
、
宗
教
家
の
多
く
は
貧
乏
し
た
り
病
気
に

な
っ
た
り
思
い
通
り
に
い
か
な
く
な
っ
た
り
す
る

と
、「
あ
な
た
の
前
世
は
業
が
深
い
か
ら
」「
前
世
で

ま
と
も
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
か
ら
」「
先
祖
が
困
っ

て
い
る
、
先
祖
の
供
養
が
た
り
な
い
」
と
言
う
。
ま

た
「
先
祖
供
養
が
罪
障
消
滅
」
の
理
由
づ
け
に
な
っ

た
り
と
い
う
よ
う
な
、
も
っ
と
も
ら
し
い
説
明
が

返
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

　

だ
ま
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。
自
分
を
救
う
者
は
自

分
し
か
い
な
い
。
そ
こ
で
私
は
思
う
。
人
間
に
生
ま

れ
て
き
た
と
き
に
金
を
持
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
死

ぬ
と
き
に
地
位
や
財
産
を
持
っ
て
い
け
る
の
か
。
生

ま
れ
る
と
き
が
裸
な
ら
死
ぬ
と
き
も
裸
で
あ
る
。
金

の
あ
る
な
し
は
人
間
が
こ
の
世
に
お
け
る
知
恵
で
生

み
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

祈
り
の
宗
教
で
は
な
い
、
宗
教
の
本
来
の
教
え
は

人
間
の
生
き
方
の
実
践
を
説
い
て
い
る
。
他
力
信
仰

が
人
類
の
生
活
に
密
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
し
か
し
イ
エ
ス
も
釈
迦
も
他
力
信
仰
を
一
度
も

説
い
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
無
理
が
な
く
心
が

自
然
に
つ
い
て
い
け
る
自
分
自
身
に
な
っ
た
と
き
、

人
は
初
め
て
信
心
・
信
仰
が
自
分
の
も
の
に
な
り
、

菩
薩
の
行
が
整
っ
て
く
る
。

　

八
正
道
・
六
波
羅
密
・
十
善
戒
も
知
ら
ず
、
心
の

調
和
も
な
し
得
な
い
で
信
心
・
信
仰
そ
し
て
菩
薩
の

行
が
な
し
得
よ
う
か
。
不
安
と
混
乱
を
巻
き
起
こ
す

の
み
で
あ
る
。

　

現
在
の
仏
教
は
死
文
と
化
し
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
理
屈
は
あ
っ
て
も
光
が
な
い
。
救

い
や
導
き
、
教
え
は
は
る
か
遠
い
と
こ
ろ
に
置
き
去

り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
部
の
者
の
仏
教
と
な
っ
て
お
り
衆
生
の
仏
教
と

は
言
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
正
法
（
仏
教
の
教

え
）
の
真
意
を
教
え
、
導
き
、
伝
え
る
の
が
仏
教
で

あ
り
、
そ
れ
を
行
じ
よ
う
と
す
る
心
を
実
践
す
る
こ

と
（
修
行
）
が
本
当
の
信
心
・
信
仰
で
あ
る
と
思
う
。

　

さ
て
、
仏
教
で
は
肉
食
を
殺
生
の
最
た
る
も
の
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
植
物
は
生
き
物
で
は
な
い

の
か
、
植
物
な
ら
い
く
ら
食
べ
て
も
差
し
支
え
な
い

の
か
と
言
え
ば
、
生
き
物
と
い
う
点
で
は
植
物
も
立

派
な
生
き
物
で
あ
る
。
動
物
と
植
物
の
相
違
は
見
た

目
が
静
的
で
あ
る
か
動
的
か
の
違
い
だ
け
で
あ
り
、

ど
ち
ら
が
よ
い
の
悪
い
の
と
い
う
区
別
は
何
も
な
い

は
ず
で
あ
る
。
世
の
中
は
肉
食
と
草
食
動
物
と
の
比

は
常
に
一
定
で
あ
る
。
も
し
肉
食
動
物
が
減
り
草
食

動
物
ば
か
り
に
な
れ
ば
、
草
木
の
生
存
は
失
わ
れ
草

食
動
物
の
存
在
す
ら
お
ぼ
つ
か
な
く
な
っ
て
く
る
。

人
間
を
除
き
昆
虫
を
含
め
た
動
物
界
の
生
存
競
争
は

決
し
て
不
必
要
な
殺
生
は
し
て
い
な
い
。
生
存
に
必

要
な
も
の
し
か
獲
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
自
然
の
法

則
で
あ
り
、
自
然
が
こ
れ
を
監
視
し
、
ま
た
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

私
た
ち
人
間
が
植
物
に
し
ろ
動
物
に
し
ろ
そ
れ
を

口
に
す
る
と
き
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
感
謝
の
心
を

持
つ
こ
と
で
あ
る
。
感
謝
の
心
は
報
恩
と
な
っ
て
形

の
上
（
行
動
）
に
現
れ
て
い
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も

な
い
。
社
会
に
対
す
る
感
謝
の
心
の
真
意
は
人
と
人

と
の
和
合
、
そ
し
て
周
囲
と
の
環
境
に
対
す
る
調
和

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
先
祖
に
対
す
る
感
謝
と
い
え
ば
仏
前
に
物
を

供
え
る
こ
と
や
あ
る
い
は
拝
む
こ
と
、
読
経
な
ど
で

は
な
く
、
先
祖
の
霊
よ
安
か
れ
と
す
る
子
孫
の
祈
り

心
で
あ
り
、
家
庭
の
和
合
そ
し
て
調
和
が
先
祖
に
対

す
る
感
謝
で
あ
り
供
養
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
目
的

か
ら
外
れ
た
も
の
は
信
心
・
信
仰
と
は
決
し
て
言
え

な
い
。
共
同
生
活
の
秩
序
を
保
つ
た
め
に
社
会
生
活

の
準
則
、
い
わ
ゆ
る
道
徳
が
生
ま
れ
た
。
他
人
に
危

害
を
加
え
た
り
他
人
の
物
を
奪
っ
た
り
す
る
こ
と
は

悪
い
こ
と
だ
と
い
う
人
間
と
し
て
の
良
心
、
義
務
の

観
念
が
宗
教
場
の
信
仰
か
ら
分
化
し
発
生
し
て
き
た

と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
法
律
は
こ
う
し
た
道
徳
が
基

礎
と
な
り
、
社
会
と
人
類
の
調
和
を
目
的
と
し
て
確

立
さ
れ
た
。

　

し
か
る
に
正
法
と
道
徳
は
も
と
も
と
ひ
と
つ
の
も

の
か
、
そ
れ
と
も
違
い
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
と
、

信
仰
・
道
徳
・
法
律
の
沿
革
を
見
て
く
る
と
、
違
い

は
ど
こ
に
も
な
い
と
も
言
え
る
。
他
人
の
物
を
奪
っ

た
り
危
害
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
は
正
法
に
も
反
す

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
道
徳
は
も
と
も
と
人
間
と

し
て
の
義
務
感
、
良
心
に
よ
る
制
約
で
あ
る
。
し
か

る
に
正
法
と
道
徳
は
別
物
で
は
な
い
が
、
道
徳
が
社

会
生
活
の
規
範
で
あ
る
の
に
対
し
、
正
法
は
そ
の
規

範
を
超
え
、
超
越
し
た
理
解
認
識
さ
れ
た
信
心
・
信

仰
と
い
う
極
致
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

我
々
人
間
の
心
（
意
識
・
気
持
・
精
神
）
は
、
仏

教
で
い
う
三
密
（
身
・
口
・
意
）
の
一
番
大
事
な
分

野
で
あ
る
。
人
が
何
を
す
る
に
も
、
い
か
な
る
行
動

を
す
る
に
も
ま
ず
意
識
（
気
持
・
精
神
）
で
思
っ
た

こ
と
を
人
は
口
に
出
す
。
い
か
な
る
場
合
で
も
思
わ

な
い
こ
と
は
口
に
出
さ
な
い
。

　

そ
し
て
次
は
行
動
と
な
る
。
人
間
の
心
（
意
識
・

気
持
・
精
神
）
と
い
う
も
の
は
い
か
に
大
事
な
も
の

か
は
よ
く
理
解
で
き
る
と
思
う
。
し
か
る
に
思
わ
な

い
こ
と
は
口
に
出
せ
な
い
。
思
わ
な
い
こ
と
は
行
動

と
な
っ
て
こ
な
い
。
故
に
人
々
の
心
は
正
法
に
も
と

づ
い
た
中
道
の
心
が
い
か
に
大
事
な
も
の
で
あ
る
か

が
分
か
る
。

企
業
経
営
者
で
僧
侶
の
松
茂
良
興
真
住
職
の
法
話
を
連
載

当院の観世音菩薩様は地面から頭の先まで８ｍ
20㎝あります。ぜひ一度お参りにお越し下さい

感
謝
の
心
を
持
つ

三
野
郷
山 

三
寶
興
誠
院 

住
職･

阿
闍
梨
　
松
茂
良
興
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国
際
医
術
学
院

学
院
長

光
田
年
寿

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
２
丁
目
４―

８

長
堀
プ
ラ
ザ
ビ
ル
５
階
Ｆ
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
６―

６
２
４
４―

０
３
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
６―

６
２
４
４―

０
３
９
９

〒542-0081

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
協
会

理
　
事

坂
口
　
健
太
朗

大
阪
府
松
原
市
上
田
４―

１―

26

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
２
０
６―

８
５
７
８

〒580-
0016

映
像
制
作
・
イ
ベ
ン
ト
・
広
告
の
こ
と
な
ら

株
式
会
社
コ
ン
セ
プ
ト

代
表
取
締
役
　

尾
花
　
英
隆

〒547-0022

大
阪
市
平
野
区
瓜
破
東
２―

５―

49

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
０
３―

０
０
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
０―

３
１
５
６―

７
０
１
９

総
合
診
療
所　
あ
い
し
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒583-
0885

〒583-
0885

羽
曳
野
市
南
恵
我
之
荘
２
丁
目
１―

28

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
９
３
３―

０
４
２
８

羽
曳
野
市
南
恵
我
之
荘
２
丁
目
３―

９

カ
ー
サ
ヴ
ェ
ル
デ
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
９
５
１―

９
０
７
２

事
務
所

森
井
整
骨
院

は
い
は
い
メ
ソ
ッ
ド
・
水
素
療
法

（
日
本
水
素
療
法
協
会
会
長
）

院
　
長

森

井

隆

喜

〒
578―

0941
　
東
大
阪
市
岩
田
町
３―

７―

26

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
06
）
６
７
２
２―

５
２
２
５

（
近
鉄
奈
良
線
・
岩
江
岩
田
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ド

〒541-0057
大阪市中央区北久宝寺町

3-5-12-9F
TEL06-6252-7737
FAX06-6252-7738

営
業
部
木
村
達
也

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

２４

診
療
科
　
内
科
・
小
児
科

住
　
所
　
〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間
　
月
〜
土
　
午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　
月
・
火
・
水
・
金
　
午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日
　
祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院樹木葬
永代供養

〜
花
の
下
で
眠
り
た
い
〜

法
浄
霊
園

自
然
葬
「
み
の
り
」

〒581-0864
八尾市山畑290番地

ご遺骨のご相談は
072-943-5544
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ビ
ク
ト
リ
ア
の
滝
を
見
た
後
は
国
境

を
渡
っ
て
ロ
ー
デ
シ
ア
（
現
ジ
ン
バ
ブ

エ
）
に
入
り
、宿
泊
先
の
ビ
ク
ト
リ
ア
・

フ
ォ
ー
ル
ズ
・
カ
ジ
ノ
・
ホ
テ
ル
で
カ

ジ
ノ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
時
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
、
有
色
人
種

は
泊
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

日
本
人
だ
け
は
名
誉
白
人
と
い
う
こ

と
で
泊
ま
れ
た
の
で
す
。「
本
当
に
い

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
気
持
ち
で

し
た
。
な
ぜ
日
本
人
だ
け

が
Ｏ
Ｋ
な
の
か
？　

理
由

は
簡
単
で
す
。
当
時
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
真
っ
盛
り
の

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
強

力
な
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
が

日
本
で
し
た
。
そ
の
た
め

日
本
人
を
差
別
す
る
わ
け

に
い
か
ず
、
か
と
い
っ
て

白
人
と
い
う
わ
け
に
も
い

か
ず
「Honorable white

」

と
持
ち
上
げ
た
わ
け
で
す
。

二
国
間
の
経
済
的
な
関
係

で
そ
う
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
飛
行
機
の
中

で
話
し
た
一
人
の
日
本
人
の
、
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
ら
し
さ
を
感
じ
た

経
験
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

彼
は
と
あ
る
電
機
会
社
の
社
員
で
、

ア
フ
リ
カ
で
セ
ー
ル
ス
に
回
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
ア
フ
リ
カ
の
、
ど
の
国
が
担
当
で

す
か
」

　
「
ア
フ
リ
カ
全
体
で
す
」

　

ア
フ
リ
カ
に
は
五
十
ほ
ど
の
独
立
国

が
あ
っ
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
の

何
倍
も
の
国
土
を
持
つ
国
で
す
。
そ
の

全
部
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の
で

す
。
ち
な
み
に
真
偽
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
世
界
地
図
で
は
ア
フ
リ
カ
は
実
際

よ
り
小
さ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
大

き
く
描
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
だ
か

ら
ア
フ
リ
カ
は
、
地
図
で
見
る
よ
り
は

る
か
に
大
き
く
、
そ
こ
を
一
人
で
回
る

と
は
当
時
の
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の

パ
ワ
ー
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
と
呼
ば
れ
る

の
は
当
然
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
夜
は
カ
ジ
ノ
を
し
て
過
ご
し
ま

し
た
が
、
白
人
た
ち
の
よ
う
に
自
信
に

溢
れ
た
態
度
は
な
か
な
か
取
れ
ず
、
ち

ま
ち
ま
と
賭
け
て
は
全
部
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
名
誉
白
人
に
つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
と
批
判
も
あ
る
し
不
謹
慎
で
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
気
兼
ね
な
く
ホ

テ
ル
の
清
潔
な
白
人
用
ト
イ
レ
を
使
え

て
助
か
っ
た
と
思
っ
た
の
も
事
実
で

す
。東

ア
フ
リ
カ
を
見
て
歩
き

　

診
療
所
勤
務
は
、
十
ヵ
月
ほ
ど
で
終

わ
り
ま
し
た
。
一
九
七
〇
年
（
昭
和

四
十
五
年
）
四
月
に
会
社
を
辞
め
た
あ

と
一
ヵ
月
ほ
ど
ザ
ン
ビ
ア
に
滞
在
し
ま

し
た
。
自
由
に
な
る
時
間
が
た
っ
ぷ
り

あ
る
の
で
、
ル
サ
カ
に
あ
る
柔
道
ク
ラ

ブ
に
も
通
い
ま
し
た
。

　

ザ
ン
ビ
ア
は
柔
道
が
盛
ん
な
国
で
、

畳
敷
き
の
道
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　

何
度
が
通
っ
て
い
る
う
ち
に
「
試
合

に
出
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
て
、
都
市
対

抗
の
団
体
戦
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
試
合
が
行
な
わ
れ
る
の
は
ル

サ
カ
か
ら
北
へ
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
は
な
れ
た
銅
鉱
山
の
街
Ｎ
ｄ
ｒ
ａ

（
ン
ド
ラ
）
で
す
。
対
戦
相
手
は
近
く

の
キ
ッ
ト
ウ
ェ
の
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

体
の
小
さ
な
僕
が
な
ぜ
か
大
柄
な
選

手
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
し
か
も
大
将
と

し
て
戦
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
試
合

は
二
勝
二
敗
で
大
将
戦
を
迎
え
ま
し
た

が
、
僕
の
対
戦
相
手
は
ま
る
で
牛
の
よ

う
に
大
き
な
白
人
で
し
た
。
背
が
高
く

て
横
幅
も
あ
り
、体
重
も
重
そ
う
で
す
。

最
も
戦
い
た
く
な
い
相
手
で
し
た
。
試

合
前
の
練
習
で
も
、
練
習
相
手
を
片
っ

端
か
ら
投
げ
飛
ば
し
て
い
て
、
じ
つ
は

僕
も
歯
が
立
た
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

僕
の
体
格
は
当
時
の
日
本
人
の
平
均

ぐ
ら
い
で
し
た
か
ら
、
柔
道
を
や
る
に

は
や
や
小
柄
で
す
。
牛
の
よ
う
な
巨
漢

と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
わ
ぁ
、
こ
り
ゃ
ダ
メ
だ
」

　

半
ば
諦
め
の
境
地

で
そ
の
巨
漢
と
組

み
合
い
ま
し
た
。
投

げ
飛
ば
さ
れ
る
の
は

時
間
の
問
題
と
覚
悟

し
て
い
た
ら
、
相
手

の
様
子
が
な
ん
だ
か

変
で
す
。
僕
を
投
げ

る
ど
こ
ろ
か
、
大
き

な
体
を
か
が
め
て
、

す
っ
か
り
腰
が
引
け

て
い
ま
す
。
ず
っ
と

後
ず
さ
り
ば
か
り
し

て
、
道
場
の
隅
か
ら

隅
ま
で
目
い
っ
ぱ
い

使
っ
て
逃
げ
回
る
の
で
す
。
終
始
逃
げ

腰
で
、技
を
か
け
さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

試
合
前
の
練
習
を
見
た
感
じ
で
も
あ
き

ら
か
に
相
手
の
ほ
う
が
強
い
は
ず
な
の

に
、
本
気
で
逃
げ
て
い
る
の
で
す
。

アフリカ編

ザンビアで柔道

イ
ラ
ス
ト
　
久
志
本
雅
子

７

�

（
つ
づ
く
）

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360 円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
各Ａ５判並製本、定価：本体 1620 円（税込み）
 （引き続き㊦発行予定）

そ
の
と
き
に
は
も
う
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
／
言
い
逃
れ
は
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
／／
ザ
イ
ニ
チ
／／
分
断
を
根
拠
に
し
た
言
い

分
は
／
理
屈
の
上
で
は
力
を
失
い
／
理
屈
の
力
の
み
を
支
え
に

し
て
い
た
／
ザ
イ
ニ
チ
が
も
し
あ
る
と
す
る
な
ら
／
統
一
で
相

殺
さ
れ
る
そ
の
力
で
は
／
ザ
イ
ニ
チ
と
し
て
立
っ
て
い
る
こ
と

さ
え
も
／
あ
や
う
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
／／
帰
れ
帰
れ

／
国
家
に
帰
れ
／
そ
の
強
大
に
理
屈
の
力
が
／
こ
こ
ぞ
と
ば
か

り
に
／
こ
れ
ま
で
以
上
の
／
腕
力
で
迫
り
く
る
／
す
で
に
も
う

帰
り
よ
う
の
な
い
国
家
で
は
な
く
／
ま
た
別
の
在
り
か
を
／
そ

の
と
き
見
出
せ
て
い
る
の
か
／／
ザ
イ
ニ
チ

詩
の
窓

統
一
後

丁 

章
（
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

災害時対応の 「人
じ ん

引
び き

車
し ゃ

」

パイプイス人引車�26,500 円（税別） 緊急時避難専用人引車�31,800 円（税別） 車イス緊急時避難用金具�15,500 円（税別）

販　　　　　売：一般社団法人災害時避難・救援協会
東大阪市玉串町東2-5-39
TEL　072-925-3450

企画開発・製造：マツモラ産業株式会社
八尾市福万寺町南6-1-3
TEL　072-925-3450

　

大
阪
日
本
橋
の
老
舗
ジ
ャ

ズ
バ
ー
「
Ｂ
―
Ｒ
ｏ
ｘ
ｙ
」

の
オ
ー
ナ
ー
マ
マ
・
松
本
政

子
さ
ん
は
平
野
区
の
生
ま

れ
、
３
月
28
日
が
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ

ｈ
ｄ
ａ
ｙ
だ
。
平
成
27
年

３
月
に
43
周
年
を
迎
え
た

が
、
常
に
ジ
ャ
ズ
の
明
日
を

考
え
、
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
の
新

機
軸
を
打
ち
出
す
努
力
を
続

け
て
い
る
。
昨
年
よ
り
秋
と

春
に
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
で
バ
カ
騒

ぎ
」
と
銘
打
っ
た
ラ
イ
ブ
を

開
催
し
て
好
評
を
博
し
て
い

る
。
３
月
の
43
周
年
ラ
イ
ブ

は
3
日
間
・
６
バ
ン
ド
・
22
人

出
演
、
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン

タ
ル
に
絞
っ
た
編
成
だ
っ

た
。
特
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
３

本（
信
貴
勲
次
さ
ん
・
唐
口
一

之
さ
ん
・
田
中
洋
一
さ
ん
）の

競
演
は
本
邦
初
ラ
イ
ブ
で
あ

り
、
圧
巻
の
出
来
栄
え
に
圧

倒
さ
れ
た
。　

　

ジ
ャ
ズ
ら
し
い
、
店
を
始

め
た
の
は
和
歌
山
だ
っ
た
。

友
だ
ち
の
喫
茶
店
を
借
り
受

け
て
レ
コ
ー
ド
演
奏
の
ジ
ャ

ズ
喫
茶
を
始
め
た
。
と
は
い

っ
て
も
ジ
ャ
ズ
の
レ
コ
ー
ド

は
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

ン
、
Ｍ
Ｊ
Ｑ
、
ニ
ー
ナ
シ
モ

ン
の
３
枚
し
か
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
店
に
は
和
歌

山
大
学
ジ
ャ
ズ
愛

好
会
の
学
生
た
ち

が
次
々
と
集
ま
っ

て
き
て
く
れ
て
た

ま
り
場
と
な
り
、

店
は
３
年
ほ
ど
経

営
し
た
。

　

そ
の
後
プ
ロ
モ

ー
タ
ー
事
務
所
の

事
務
員
の
仕
事
を
し
て
い

た
。
名
前
は
忘
れ
た
が
プ
ラ

タ
ー
ズ
を
呼
ん
だ
事
務
所

で
、
外
タ
レ
専
門
の
プ
ロ
モ

ー
タ
ー
だ
っ
た
。
近
く
に
有

名
な
ジ
ャ
ズ
喫
茶「
バ
ン
ビ
」

が
あ
り
、
歌
手
の
水
原
ひ
ろ

し
や
テ
レ
ビ
局
、
11
Ｐ
Ｍ
の

番
組
関
係
者
等
の
有
名
人
が

年
中
た
む
ろ
し
て
お
り
、
そ

の
輪
に
入
り
大
人
の
勉
強
を

し
た
覚
え
が
あ
る
。

　

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
Ｌ
ｏ
ｆ

ｔ
―
6
」
の
ス
タ
ー
ト
は
坂

町
の
８
坪
の
店
。
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
の
ピ
ア
ノ
を
四
苦
八
苦

し
て
搬
入
。
２
、
３
年
の
う

ち
に
店
は
勢
い
よ
く
流
行
り

だ
し
た
。
読
売
新
聞
や
朝
日

新
聞
の
記
者
た
ち
が
出
入
り

し
、
劇
団
関
係
者
も
多
く
、

客
が
客
を
呼
ぶ
状
態
だ
っ

た
。

　

多
少
で
も
広
い
店
を
求
め

て
次
に「
相
合
橋
」、
11
坪
の

店
に
移
転
し
た
。
こ
こ
で
Ｄ

ｕ
ｋ
ｅ
の
マ
ス
タ
ー
に
ジ
ャ

ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
世
界

を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
日
野

皓て
る

正ま
さ

さ
ん
・
元
彦
さ
ん
兄
弟

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
ラ
イ

ブ
の
ブ
ッ
キ
ン
グ
を
依
頼
し

た
。
続
い
て
宮
本
直
介
さ
ん

・
大
塚
善
章
さ
ん
も
ラ
イ
ブ

に
来
た
。

　

店
の
移
転
は
続
く
、「
日

本
橋
」店
→「
弁
天
町
」店
→

「
湊
町
」店
と
流
転
の
旅
は
続

き
、
奇
し
き
因
縁
と
い
う
か

40
年
前
と
同
じ
「
日
本
橋
」

で
、「
Ｂ
―
Ｒ
ｏ
ｘ
ｙ
」と
し

て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。

　
「
西
成
ジ
ャ
ズ
」と
の
縁
は

20
年
前
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
。

弁
天
町
店
で
「
あ
ほ
か
バ
ン

ド
」
が
ラ
イ
ブ
を
開
催
、
そ

の
時
の
ド
ラ
ム
ス
が
松
田
順

司
さ
ん
だ
っ
た
。「
Ｂ
―
Ｒ

ｏ
ｘ
ｙ
」
で
は
廣
田
昌
世
さ

ん
・
里
村
稔
さ
ん
・
山
本
久
生

さ
ん
他
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
ブ
ッ
キ
ン
グ
し
て
「
ト
リ

オ
西
成
」
と
し
て
西
成
ジ
ャ

ズ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

松
本
さ
ん
は
西
成
に
ジ
ャ

ズ
を
自
然
発
生
さ
せ
た
状
況

が
面
白
い
と
語
る
。
西
成
に

ジ
ャ
ズ
の
ル
ー
ツ
を
創
っ
た

の
は
松
田
順
司
さ
ん
で
あ

り
、
彼
に
し
か
で
き
な
い
フ

ァ
ン
作
り
、
店
作
り
に
と
こ

と
ん
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ズ
は
ミ
ナ
ミ
で
も
、

神
戸
で
も
、西
成
で
も
そ
の

本
質
に
お
い
て
何
ら
変
わ
り

は
な
い
。
西
成
エ
リ
ア
は
ミ

ッ
ド
サ
ウ
ス
・
ニ
ュ
ー
オ
リ

ン
ズ
の
様
に
陽
気
で
ジ
ャ
ズ

が
し
み
込
ん
だ
町
に
な
っ
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
。
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ジ
ャ
ズ
の
明
日
を
常
に
考
え
る

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ウ
ィ
ー

ク
２
０
１
６
の
打
ち
合
わ

せ
を
タ
イ
の
離
島
（
チ
ャ

ン
グ
島
）
で
す
る
こ
と
に

な
り
、
1
月
31
日
か
ら
２

月
6
日
ま
で
タ
イ
を
訪
れ

た
。

　

海
が
綺
麗
な
チ
ャ
ン
グ

島
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
旅
行
者
が
多
く
、
バ
カ

ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

新
風
書
房
の
福
山
琢
磨

社
長
に
勧
め
ら
れ
、
帰
国

前
、
泰
緬
鉄
道
に
乗
る
こ

と
に
。
首
都
バ
ン
コ
ク
か

ら
バ
ス
に
乗
っ
て
約
３
時

間
、
映
画
「
戦
場
に
か
け

る
橋
」
で
知
ら
れ
る
カ
ン

チ
ャ
ナ
ブ
リ
に
到
着
。
泰

緬
鉄
道
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
時
に
日
本
軍
が
物
資

補
給
な
ど
を
目
的
に
建

設
。
連
合
軍
捕
虜
や
東
南

ア
ジ
ア
労
働
者
の
犠
牲
を

多
数
出
し
た
た
め
「
死
の

鉄
道
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

犠
牲
者
の
墓
参
を
し
た

後
、戦
争
博
物
館
を
見
学
。

そ
の
後
、
泰
緬
鉄
道
に

乗
っ
て
約
１
時
間
半
揺
ら

れ
た
。
戦
争
博
物
館
に
書

か
れ
て
あ
っ
た「
許
そ
う
、

し
か
し
忘
れ
ま
い
」
と
い

う
言
葉
が
い
つ
ま
で
も
頭

の
中
で
木
霊
し
て
い
た
。

　

泰
緬
鉄
道
の
報
告
会
を

新
風
サ
ロ
ン
（
大
阪
市
天

王
寺
区
東
高
津
町
５
―

17
、☎
０
６
―
６
７
６
８
―

４
６
０
０
）
で
行
う
予
定
。

泰
緬
鉄
道
に
乗
っ
て

「
許
そ
う
、し
か
し
忘
れ
ま
い
」

小
野
元
裕（
本
紙
社
長
）クワイ河鉄橋に立つ筆者

「あっという間に43周年を迎
えたわ」と話す松本政子さん
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超
・
高
品
質
経
営
を
目
指
す

　

日
産
ネ
ジ
株
式
会
社
（
松
原
市
三
宅
中
８
―
４
―
４
）

が
高
品
質
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
・
向
上
に
か
け
る
執
念
は
半

端
で
は
な
い
。
今
回
は
新
製
品
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
る

理
念
価
値
に
触
れ
て
み
た
い
。「
ね
じ
寸
法
自
動
計
測
シ

ス
テ
ム
」
の
開
発
は
自
社
の
利
益
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

業
界
の
共
通
の
悩
み
を
解
消
す
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の

だ
っ
た
。「〝
ね
じ
製
造
〞
を
通
じ
て
、
そ
の
社
会
的
役
割
・

使
命
を
深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

へ
の
真
摯
な
対
応
を
心
が
け
、
業
界
の
発
展
・
環
境
へ
の

配
慮
・
社
会
問
題
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
追
及
に
余
念
あ
り

ま
せ
ん
」
と
言
う
北
尾
八
三
一
社
長
の
強
い
理
念
実
現
へ

の
意
思
表
示
に
よ
り
こ
の
新
製
品
が
実
現
し
た
。
ま
さ
に

経
営
理
念
・
固
有
技
術
力
・
社
会
的
責
任
感
の
相
乗
効
果

が
〝
超
・
高
品
質
経
営
〞
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。   

強
い
市
場
の
反
応

　
「
ね
じ
寸
法
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
」
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
・
機
械
要
素
技
術
展
（
２
０
１
４
年
6
月
）
で
は
「
自

社
設
備
」
と
し
て
の
参
考
展
示
だ
っ
た
。
画
期
的
だ
と
評

価
さ
れ
手
ご
た
え
を
得
た
こ
と
で
商
品
化
を
決
断
す
る
に

至
っ
た
の
も
経
営
理
念
の
実
践
だ
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
前

回
で
述
べ
た
通
り
だ
が
２
０
１
５
年
６
月
の
同
展
で
は
販

売
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
商
品
名
を
「
ね
じ
寸
法
自
動
計

測
シ
ス
テ
ム
Ｎ
Ｓ
ｉ
Ｓ
Ｎ
―
３
０
０
０
ｓ
」
と
し
て
出
品
。

ね
じ
業
界
や
設
備
・
機
械
製
造
関
係
者
か
ら
の
「
す
ご
い

で
す
ね
！
」
と
の
賞
賛
の
声
に
開
発
担
当
の
部
長
は
「
強

い
こ
だ
わ
り
」
の
結
果
だ
と
言
う
。

　

毎
週
、
行
わ
れ
て
い
る
自
社
工
場
内
で
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
ね
じ
製
造
業
・
ね
じ
専
門
商
社
・
大

手
機
械
メ
ー
カ
ー
・
計
測
器
商
社
な
ど
の
見
学
者
が
絶
え

な
い
（
現
在
、
デ
モ
は
納
品
の
た
め
休
止
）。
具
体
的
な

商
談
や
見
積
も
り
依
頼
、
販
売
代
理
店
に
な
り
た
い
な
ど

の
申
し
出
は
国
内
だ
け
で
は
な
く
中
国
や
米
国
な
ど
か
ら

も
舞
い
込
み
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

  

受
注
第
１
号
と
今
後
の
計
画

　

第
１
号
の
受
注
シ
ス
テ
ム
は
納
入
先
の
特
性
と
要
望
を

組
み
込
み
２
月
末
に
納
入
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

現
在
、
受
注
・
販
売
数
量
は
20
〜
30
シ
ス
テ
ム
を
見
込
む
。

　

今
後
の
研
究
開
発
テ
ー
マ
は
主
に
３
つ
あ
る
。
①
生
産

性
の
向
上
―
現
在
の
タ
ク
ト
タ
イ
ム
45
秒
か
ら
30
秒
を
目

指
し
て
メ
カ
ト
ロ
機
器
の
見
直
し
、
画
像
処
理
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
高
速
化
な
ど
。
②
操
作
性
の
向
上
―
ね
じ
測
定

の
パ
ラ
メ
ー
タ
（
測
定
の
た
め
の
基
準
値
）
を
納
入
先
で

簡
単
に
設
定
で
き
る
簡
易
パ
ラ
メ
ー
タ
な
ど
。
③
拡
張
機

能
の
向
上
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
か
ら
読
み
込
み
測
定
パ
ラ

メ
ー
タ
に
変
換
す
る
な
ど
。「
よ
り
人
に
と
っ
て
使
い
易

い
」
も
の
を
提
供
す
る
と
い
う
。

　

販
売
戦
略
と
し
て
拡
張
型
や
廉
価
版
、
卓
上
型
の
開
発

を
進
め
、
今
年
６
月
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
の
機
械
要
素

技
術
展
に
出
品
す
る
予
定
だ
。
販
売
代
理
店
の
選
定
と
受

注
増
大
に
備
え
て
国
内
外
で
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
展
開
中
。

  

全
社
的
小
集
団
活
動 （
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動
）

　

日
産
ネ
ジ
は
高
強
度
、
高
品
質
な
締
結
部
品
の
設
計
・

製
作
・
熱
処
理
・
試
験
を
自
社
設
備
で
行
う
と
こ
ろ
に
特

色
が
あ
り
強
み
が
あ
る
。
設
備
・
研
究
・
開
発
投
資
は
惜

し
み
な
く
行
う
が
常
に
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
対
応
す
る
た
め
「
人
づ
く
り
」
の
教
育
投
資
も
盛
ん

だ
。

　

一
例
と
し
て
、
１
９
９
７
年
10
月
に
導
入
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｍ

（Total Productive Maintenance

）
活
動
が
あ
る
。
Ｔ

Ｐ
Ｍ
は
製
造
業
が
儲
け
る
企
業
体
質
づ
く
り
を
狙
い
と
し

て
、
人
材
育
成
や
作
業
改
善
・
設
備
改
善
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
く
体
制
と
仕
組
み
を
作
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、全
社
的
生
産
革
新
活
動
で
「
現

場
で
の
小
集
団
に
よ
る
改
善
活
動
」
と
し
て
普
及
し
て
い

る
も
の
。
そ
の
積
極
的
な
活
動
は
Ｔ
Ｐ
Ｍ
２
類
優
秀
賞
、

同
１
類
優
秀
賞
を
受
賞
、
社
員
の
約
4
分
の
1
が
国
家
資

格
の
「
機
械
保
全
士
」
を
は
じ
め
各
種
資
格
を
取
得
す
る

な
ど
で
成
果
を
挙
げ
る
な
ど
小
集
団
活
動
は
活
発
だ
。

  
次
世
代
技
術
者
の
育
成

　

先
に
述
べ
た
社
内
の
小
集
団
活
動
に
は
休
日
の
勉
強
会

に
ト
ッ
プ
も
参
加
し
、
有
資
格
者
が
講
師
と
な
り
機
械
保

全
な
ど
を
学
習
し
、
改
善
提
案
に
繋
げ
て
い
る
。
他
方
、

北
尾
社
長
が
最
も
重
視
し
て
い
る
の
が
自
社
を
超
え
て
、

ね
じ
工
業
界
に
お
け
る
次
世
代
人
材
の
育
成
で
あ
る
。「
ね

じ
に
関
わ
る
技
術
者
の
社
会
的
役
割
」
を
啓
蒙
し
な
が
ら

「
国
家
資
格
の
認
定
を
創
設
す
べ
き
だ
」
と
の
信
念
か
ら
、

日
本
ね
じ
工
業
協
会
を
通
じ
て
厚
生
労
働
省
に
働
き
か
け

て
い
る
。

　

現
在
、
ね
じ
に
対
す
る
技
能
検
定
は
「
ね
じ
製
造
業
従

事
者
が
持
っ
て
い
る
技
能
の
程

度
を
、
ね
じ
製
造
技
能
検
定
に

よ
り
、
ね
じ
製
造
業
従
事
者
の

経
済
的
、
社
会
的
地
位
が
一
層

向
上
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
」

と
一
般
社
団
法
人
日
本
ね
じ
工

業
協
会
が
提
唱
し
実
施
し
て
い

る
が
民
間
資
格
で
し
か
な
い
。

そ
の
た
め
に
国
家
資
格
に
向
け
た
準
備
が
数
年
前
よ
り
着

実
に
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
近
い
将
来
、
ね
じ
業
界
に

多
く
の
「
ね
じ
製
造
技
能
士
」
が
誕
生
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

  

取
材
を
終
え
て

　

取
材
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
社
員
が
や
る
こ
と
を
や

れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
こ
と
を
還
元
す
る
」
と
い
う
北
尾
社

長
の
言
葉
だ
っ
た
。
立
場
を
超
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
好
循
環
を
生
み
出
す
と
い
う
経
営
姿
勢

が
持
続
可
能
な
成
長
と
進
化
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
理
念

実
践
が
肥
沃
な
土
壌
を
つ
く
り
、
逞
し
く
生
き
残
る
根
を

伸
ば
す
の
だ
ろ
う
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　

石
河
亮
平

（
お
わ
り
）

71 台の
「八尾若ごぼう」 車両が
河内のまちを走る !!

春
を
呼
ぶ

八
尾
若
ご
ぼ
う

公
用
車
で
初
め
て
Ｐ
Ｒ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

２０１６年
２月２０日
～３月１９日
春季環境講座
受講生募集

認定書
贈呈

テーマ ～八尾の生活環境～その魅力と生活～

環境楽校開講
主催：八尾市立リサイクルセンター学習プラザ「めぐる」

第
１
回  

光
要
山
・
本
照
寺

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
知
ら
れ
ざ
る
Ｉ
Ｔ
立
国
だ
。
街

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
Ｉ
Ｔ
の
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
。

　

リ
ヴ
ィ
ウ
の
中
心
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る「
虹
」

は
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
ア
プ
リ
を
開
発
し
て
い
る
会

社
だ
。

　
「
虹
」
を
訪
れ
る
と
、
受
付
嬢
が
「
久
し
ぶ
り

に
に
い
ら
し
て
く
れ
た
の
で
す
ね
。嬉
し
い
で
す
。

社
長
も
喜
ぶ
と
思
い
ま
す
」

　

予
約
な
し
で
来
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
嬉
し
い

歓
待
だ
。

　

ク
リ
ッ
と
し
た
目
の
可
愛
い
受
付
嬢
は
、
昨
年

入
社
し
た
。

　

社
長
の
タ
ラ
ス
君
は
、
採
用
面
接
の
と
き
、
な

ぜ
か
私
を
同
席
さ
せ
た
。

　

採
用
面
接
と
い
っ
て
も
く
だ
け
た
も
の
で
、
オ

フ
ィ
ス
近
く
の
小
さ
な
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
の
も
の
だ
っ
た
。
他
愛
な
い
会
話
の
な

か
に
も
彼
女
の
知
性
が
伺
え
た
。し
か
も
、チ
ャ
ー

ミ
ン
だ
。

　

採
用
面
接
が
終
わ
り
、
彼
女
が
帰
っ
た
後
、
タ

ラ
ス
君
は
私
に
聞
い
た
。

　
「
彼
女
の
こ
と
、
ど
う
思
う
？
」

　
「
感
じ
の
い
い
子
だ
ね
。
頭
も
い
い
し
。
し
っ

か
り
働
い
て
く
れ
る
と
思
う
よ
」

　

そ
う
答
え
る
と
、
彼
は

笑
顔
で
頷
い
た
。

　
「
僕
も
そ
う
思
う
。
決

ま
り
だ
な
」

　

す
ぐ
に
採
用
が
決
ま
っ

た
。

　

採
用
さ
れ
た
の
は
私
の

助
言
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

彼
女
は
思
い
込
ん
で
い
る

ら
し
い
。
私
を
採
用
の
神

様
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

　

出
社
１
日
目
に
電
話
が

あ
っ
た
。

　
「
今
日
１
日
働
い
て
、『
虹
』
っ
て
本
当
に
素
敵

な
会
社
だ
わ
。
仕
事
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

ス
タ
ッ
フ
が
皆
い
い
人
ば
か
り
な
の
。
お
礼
に
今

夜
、
ご
馳
走
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

　
「
私
は
何
も
し
て
い
な
い
よ
」
と
言
い
か
け
て

言
葉
を
飲
ん
だ
。

　

彼
女
の
喜
ぶ
可
愛
ら
し
い
顔
を
思
い
浮
か
べ

て
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
い
、
待
ち
合
わ
せ

の
場
所
を
決
め
た
。

　

時
間
通
り
に
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
に
来
た
彼
女

は
、
特
別
な
日
に
行
く
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
私

を
誘
っ
た
。

　

着
い
た
の
は
、
日
本
風
の
綺
麗
な
装
飾
を
施
し

た
寿
司
バ
ー
だ
っ
た
。日
本
人
の
私
を
気
遣
っ
て
、

こ
こ
に
来
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
心
遣
い
が
純
粋
に

嬉
し
か
っ
た
。

　

寿
司
を
食
べ
な
が
ら
、
２
人
は
夜
遅
く
ま
で
話

を
し
た
。

　

酒
の
効
用
だ
ろ
う
、
初
め
て
一
緒
に
す
る
食
事

な
の
に
、
ま
る
で
長
年
付
き
合
っ
て
い
る
カ
ッ
プ

ル
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

１
年
前
の
こ
と
を
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

思
い
出
し
て
い
た
。

各講座の内容 日程 開催時間
多彩な市民活動と市民の輪 ２月２０日（土） 10:00 ～ 11:30
八尾の特産食材と飲食店 ２月２７日（土） 10:00 ～ 11:30
八尾における福祉と課題 ３月  ５日（土） 13:00 ～ 14:30

食と暮らしから環境を考える CO2 見える化 ３月１２日（土） 10:00 ～ 11:30

久宝寺緑地拡張とその活用 ３月１９日（土） 10:00 ～ 11:30

会場：学習プラザ「めぐる」2階
（八尾市曙町 2-11）

対象：八尾市内在住、在勤、在学の人
受講料：500 円 / １回（家族割引きあり）
予約受付：電話・メールで
☎ 072 ― 994 ― 0564
E-mail : recycle-center@gwyao.jp

中
野
瑞
樹
が
行
く

 

河
内
国

　
神
社
仏
閣
巡
り

　

門
を
く
ぐ
る
と
咲
き
始

め
た
梅
の
花
が

客
人
を
迎
え
入

れ
、
神
聖
な
空

気
が
境
内
を
清

め
る
。
風
光
明

媚
。
豊
か
な
緑

に
囲
ま
れ
、
振

り
返
れ
ば
八
尾

の
街
並
み
が
一

面
に
広
が
る
。

そ
の
美
し
い
景

観
に
思
わ
ず
深

呼
吸
。

　

こ
こ
は
信
貴

山
の
中
腹
に
鎮
座
す
る
、

光
要
山
・
本
照
寺
。
元
は

１
５
５
８
年
（
禄
元
年
）、

天
満
橋
の
近
く
に
建
立
さ

れ
、
江
戸
時
代
に
谷
町
へ

と
移
っ
た
。
１
９
６
８

年
、
大
阪
市
の
都
市
計
画

に
伴
い
、
八
尾
市
黒
谷

（
現
在
の
場
所
）に
腰
を
下

ろ
し
た
。

　
「
天
満
橋
か
ら
数
え
る

と
４
５
７
年
続
く
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
教
え
と

文
化
は
脈
々
と
今
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
」

　

住
職
の
三
田
村
英
宗
さ

ん（
44
）は
語
る
。
歴
史
を

重
ん
じ
る
と
共
に
、
進
歩

的
な
考
え
方
の
英
宗
さ

ん
。

　

様
々
な
催
し
を
積
極
的

に
行
い
、
皆
を
驚
か
せ

る
。
英
会
話
教
室
や
ヨ
ガ

の
他
、
本
堂
で
の
ゴ
ス
ペ

ル
ラ
イ
ブ
な
ど
充
実
し
た

内
容
だ
。

　

フ
ル
ー
ツ
研
究
家
の
中

野
瑞
樹
さ
ん（
39
）も
昨
年

か
ら
綿
棒
を
使
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
さ
ら
に
果

物
に
つ
い
て
の
講
話
も
し

た
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
方

に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、

仏
様
の
心
に
触
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。
学
べ
る
場

所
。
昔
で
い
う
寺
子
屋
の

よ
う
な
も
の
が
理
想
で

す
。
本
来
、
お
寺
と
は
そ

う
い
っ
た
役
割
の
も
の
で

す
か
ら
」

　

は
に
か
み
な
が
ら
話
す

姿
か
ら
英
宗
さ
ん
の
親
し

み
や
す
い
人
柄
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

　

境
内
に
は
飛
鳥
時
代

の
古
墳
、
歌
舞
伎
役
者

芳
澤
あ
や
め
の
墓
碑
、

本
堂
に
は
江
戸
時
代
に

進
呈
さ
れ
た
駕
籠
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
つ
ま
し
や
か
に
豊

か
な
歴
史
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
よ

う
な
場
所
が
こ
の
土
地

に
は
あ
る
。
そ
れ
こ
そ

が
八
尾
の
魅
力
で
な
い

だ
ろ
う
か
。（嶋

津
亮
太
）

　

八
尾
市
に
は
、
八
尾
若

ご
ぼ
う
、
え
だ
ま
め
、
紅

た
で
な
ど
の
特
産
物
が
あ

り
、
八
尾
市
農
業
啓
発
推

進
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
・
大
阪

府
・
八
尾
市
）
で
は
、
認

知
度
向
上
を
目
的
に
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
と

し
て
、
各
団
体
の
公
用
車

の
側
面
に
八
尾
若
ご
ぼ
う

Ｐ
Ｒ
用
の
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
の
シ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン

を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
10

点
の
応
募
が
あ
り
、
１
次

審
査
、
２
次
審
査
の
結

果
、
森
口
耕
次
氏
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

　

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
八

尾
若
ご
ぼ
う
を
Ｐ
Ｒ
す
る

様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

入
っ
た
、
20
種
類
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
な
シ
ー
ト
と

な
っ
て
お

り
、
市
民

が
楽
し
ん

で
シ
ー
ト

を
探
せ
る

よ
う
な
仕

掛
け
と

な
っ
て
い

る
。

　

２
月
１

日
か
ら
３

月
31
日
ま

で
の
、「
八
尾
若
ご
ぼ
う
」

が
旬
を
迎
え
る
２
カ
月

間
、
Ｊ
Ａ
大
阪
中
河
内
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
、
大

阪
府
中
部
農
と
緑
の
総
合

事
務
所
、
八
尾
市
の
公
用

車
71
台
に
シ
ー
ト
が
貼
ら

れ
、
八
尾
若
ご
ぼ
う
の
季

節
到
来
を
知
ら
せ
る
。

大乗果実物語

日産ネジ株式会社

第四回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円
主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場者申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて２～３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場者申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場者申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　事務局　植田宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
⑤原稿締切：平成 28年８月 31日（水）必着
【本選開催日時】
　平成28年 10月（日にち未定）
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（平成２年４月２日～平成 12年４月１日生まれの方）

2016（平成28）年３月19日（土）
15：00開演（14：30開場）※17:00終演予定

Osaka Shion Wind Orchestra コンサート　in　八尾
（オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ /旧大阪市音楽団）
演奏：Osaka Shion Wind Orchestra
指揮：海老原　光
司会：松田　咏子（八尾市在住）

なんと !!!!Shion 音楽監督で作曲家の宮川彬良氏による
“八尾に贈る新曲”（八尾プリズムホール委嘱作品）を世界初演します !!
※宮川彬良氏は出演しません。

■チケット料金（全席指定・税込）
一般　3,800円（当日500円増）
大学生以上25歳以下　2,000円
小・中・高校生　1,000円
※25歳以下対象のチケットをお求めの方は、ご購入時に学生証等年齢の確認できる
ものをご提示ください。 4,104

3/5
長沢克彦さん
一般社団法人ANSHINH

3/12
徳山吉令さん
NPO法人グラウンド
ワーク八尾

2/20
新福泰雅さん
NPO法人やお 
市民活動ネットワーク

2/27
川瀬英樹さん
八尾バル実行委員会

3/19
池村礼乃さん
ORIGAMI Lab. 合同
会社

遊休機械買取り専門
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ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
49

リヴィウのIT会社へ

ね
じ
寸
法
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム 

開
発
へ
の
道
の
り

「
何
と
か
な
ら
な
い
の
か
!?
」か
ら
生
ま
れ
た4

　

中
野
瑞
樹　

フ
ル
ー
ツ
研
究
家
。
元
東
京
大
学

工
学
部
教
員
。
２
０
０
９
年
よ
り
自
ら
の
研
究
の

た
め
、
フ
ル
ー
ツ
だ
け
の
食
生
活
を
開
始
す
る
。

八
尾
市
在
住
。

　

光
要
山
・
本
照
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